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１月８日に開催された鳥羽市消防出初め式の様子。綺麗な虹がかかりました。

鳥羽市議会各種ＳＮＳ

現在、鳥羽市議会LINEにて議員定数について
のアンケートを実施中です（2月28日（月）まで）
ご協力いただける方は、LINEを登録の上、
QRコードより鳥羽市議会LINEの友だち追加
をお願いします。



2わたしの議会。

11月
１月議会報告

　令和３年11月18日に「令和３年度鳥羽市一般会計補正予
算（第９号）」の議案１件、令和４年１月21日に「令和３年
度鳥羽市一般会計補正予算（第14号）」の議案１件を審議し
ました。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
26
号　

令
和
３
年
度　

鳥
羽
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
〉

��

●��

観
光
振
興
推
進
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
観
光
産
業
が
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
お
り
、
観
光
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
公
共
交

通
に
も
波
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
部
の
観

光
客
等
に
対
し
て
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た
誘

客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
を
補

正
）

�

…
２
８
１
２
万
１
０
０
０
円

��

●��

河
川
災
害
復
旧
事
業
（
８
月
17
日
の
豪
雨
に
よ
り

被
災
し
た
河
川
に
つ
い
て
、国
の
制
度
を
活
用
し
、

復
旧
工
事
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
を
補
正
）

�

…
７
２
６
５
万
２
０
０
０
円

６
款
観
光
商
工
費

問��

誘
客
対
象
を
マ
イ
カ
ー
客
で
は
な
く
、
公
共
交
通

利
用
客
と
し
た
狙
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答��

公
共
交
通
が
こ
れ
か
ら
の
鳥
羽
市
に
と
っ
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
考
え
て
お
り
、
市
民

生
活
に
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
鉄
道
な
ど

の
公
共
交
通
を
弱
体
化
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。

予
算
決
算
委
員
会

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
45
号　

令
和
３
年
度　

鳥
羽
市
一
般
会
計

補
正
予
算　
（
第
14
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
〉

��

●��

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
（
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
に
つ
い
て
、
寄
附
金
が
当
初
予
算
見
込
み
よ
り

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、返
礼
品
に
係
る
手
数
料
等
、

必
要
な
費
用
を
補
正
）

�

…
２
１
６
０
万
円

��

●��

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
様
々
な
困
難
に
直
面
し
た

方
々
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
費

用
を
補
正
）

�

…
３
億
２
６
５
５
万
４
０
０
０
円

３
款
民
生
費

問��

非
課
税
世
帯
で
は
高
齢
者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
的
な
取
組
み
は
あ
る
の
か
。

答��

各
世
帯
に
説
明
し
て
回
る
こ
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
確
認
書
へ
の
記
入
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

問��
振
込
は
い
つ
頃
か
。

答��

早
く
て
２
月
10
日
前
後
と
な
る
。

予
算
決
算
委
員
会

議員別表決結果令和３年11月18日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

南
川
則
之

濱
口
正
久

瀬
﨑
伸
一

片
岡
直
博

奥
村　

敦

河
村　

孝

山
本
哲
也

中
世
古
泉

木
下
順
一

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

坂
倉
紀
男

26 令和３年度
鳥羽市一般会計補正予算（第９号） 11月18日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き

採
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○

議員別表決結果令和４年１月21日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

南
川
則
之

濱
口
正
久

瀬
﨑
伸
一

片
岡
直
博

奥
村　

敦

河
村　

孝

山
本
哲
也

中
世
古
泉

木
下
順
一

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

坂
倉
紀
男

45 令和３年度
鳥羽市一般会計補正予算（第14号） 1月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き

採
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○

＆



3 わたしの議会。

12月
議会報告

　令和３年度鳥羽市一般会計補正予算（第10号）ほか、鳥
羽市国民健康保険税条例の一部改正についてなど、執行
部提案議案18件、発議１件を審議しました。

河内ダム現場視察の様子

　各常任委員会に 17 議案が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
36
号　

鳥
羽
市
企
業
誘
致
促
進
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

産
業
振
興
及
び
雇
用
促
進
を
進
展
さ
せ
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
。

〈
主
な
内
容
〉

①�

奨
励
措
置
の
対
象
と
な
る
事
業
、
奨
励
金
及

び
適
用
要
件
の
改
正

②
施
行
期
日
：
公
布
日

問��

現
状
に
合
わ
せ
に
い
く
条
例
改
正
だ
と
思
う

が
、
も
っ
と
企
業
側
に
有
利
な
条
件
を
出
そ

う
と
い
う
議
論
は
な
か
っ
た
の
か
。

答��

三
重
県
で
既
に
設
備
投
資
し
た
額
の
15
％
を

補
助
金
と
し
て
渡
す
と
い
う
企
業
投
資
促
進

制
度
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
今
回
市
の
条

例
は
前
回
の
流
れ
に
沿
っ
た
形
で
進
め
た
。

意
見�　

新
た
な
雇
用
を
市
内
に
生
む
こ
と
が
優

先
順
位
と
し
て
は
高
い
と
思
う
。
市
長
も

思
い
切
っ
て
や
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に

言
っ
て
い
た
の
で
、
実
現
で
き
る
よ
う
に

前
へ
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
案
第
38
号　

鳥
羽
市
定
期
航
路
運
航
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

荷
物
運
賃
の
料
金
徴
収
及
び
取
扱
事
務
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

〈
内
容
〉

①�

荷
物
運
賃
の
運
行
区
間
に
関
す
る
規
定
及
び

特
殊
手
荷
物
の
区
分
の
整
理

②�

施
行
期
日
：
令
和
４
年
４
月
１
日

議
案
第
39
号　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

（
指
定
管
理
者
：
鳥
羽
市
鳥
羽
一
丁
目
２
３
８
３

番
地
42

一
般
財
団
法
人
鳥
羽
市
開
発
公
社　

副
理
事
長�

立
花�

充
）

議
案
第
40
号　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
鳥
羽
市
民
体
育
館
外
６
施
設
）

（
指
定
管
理
者
：
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台

三
丁
目
３
番
地
４

三
幸
株
式
会
社　

代
表
取
締
役�

橋
本�

有
史
）

意
見�　

指
定
管
理
に
な
っ
て
不
便
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
経
営
理
念
に
即
し

て
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
を
担
当
課
と
し

て
は
指
導
し
て
ほ
し
い
。

　
　

�

条
例
に
沿
っ
た
形
で
運
営
し
て
い
く
の
は

基
本
だ
が
、
団
体
か
ら
個
別
の
相
談
が
あ

れ
ば
、
事
前
の
協
議
に
応
じ
る
と
い
う
形

を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

行
政
常
任
委
員
会

��

●��

河
内
ダ
ム
の
現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
12
月
22
日
に
河
内
ダ
ム
の
現
場
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
担
当
者
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
工
事
の
進
み
具
合
や
こ
れ
か
ら
の
予
定

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

答



4わたしの議会。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
27
号　

令
和
３
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

２
款
総
務
費

問��

防
災
資
機
材
等
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
仮
設
ト
イ
レ
用
水
洗
化

キ
ッ
ト
の
整
備
が
こ
の
時
期
に

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答��

仮
設
ト
イ
レ
用
水
洗
化
キ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
と
し
て

以
前
よ
り
整
備
を
望
ん
で
き
た

も
の
で
あ
り
、
今
回
、
庁
内
の

協
議
を
経
て
補
正
予
算
要
求
す

る
に
至
っ
た
。

議
案
第
44
号　

令
和
３
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

３
款
民
生
費

意
見�　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
を
受
け
取
る
側
か
ら
い

え
ば
、
一
括
で
10
万
円
の
現
金

給
付
と
い
う
の
は
喜
ば
し
い
こ

と
だ
。

意
見�　

12
月
15
日
の
夕
方
に
国
か
ら

の
連
絡
が
あ
り
、
今
日
の
議
案

上
程
に
間
に
合
わ
せ
た
執
行
部

の
努
力
を
大
い
に
評
価
し
た

い
。

議
案
第
30
号　

令
和
３
年
度
鳥
羽
市

定
期
航
路
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

問��

船
員
一
般
経
費
の
時
間
外
勤
務

手
当
７
３
８
万
円
の
補
正
と

な
っ
て
い
る
が
、
職
員
へ
の
負
担

が
大
き
く
な
い
か
。

答��

海
事
事
務
所
や
水
産
高
校
な
ど

各
機
関
に
募
集
の
話
を
し
て
い

る
が
、
離
島
在
住
な
ど
の
条
件

も
あ
り
、
人
が
集
ま
ら
ず
苦
慮

し
て
い
る
。

議
案
第
33
号　

令
和
３
年
度
鳥
羽
市

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問��

工
事
請
負
費
３
０
０
０
万
円
の

内
容
と
工
期
は
。

答��

松
尾
調
整
池
か
ら
浦
村
町
板
敷

ま
で
の
一
部
区
間
に
て
配
水
管

布
設
替
工
事
で
事
業
者
や
住
民

に
影
響
の
な
い
よ
う
に
不
断
水

工
事
で
行
う
。
工
期
は
１
月
か

ら
６
月
ま
で
。

議
案
第
43
号　

令
和
３
年
度　

鳥
羽

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

２
款
総
務
費

問��

大
型
モ
ニ
タ
ー
導
入
が
今
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
な
っ
た
理
由
は
。

答��

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
会
議
も

増
え
て
お
り
、
以
前
か
ら
導
入

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

答��

令
和
３
年
度
の
コ
ロ
ナ
対
策
交

付
金
の
事
業
者
支
援
分
と
通
常

分
の
財
源
の
入
替
え
の
中
で
交

付
金
が
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
今
回
に
な
っ
た
。

４
款
衛
生
費

問��

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、

鳥
羽
市
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
と

な
る
の
か
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
と

な
る
の
か
。

答��

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
だ
け
で
な
く
、

モ
デ
ル
ナ
社
製
も
半
分
程
度
入

荷
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

　

濱は
ま
ざ
き﨑　

靖や
す
み
ち導　

氏

常任委員会報告

予
算
決
算
委
員
会

人
　
事

災害時用仮設トイレ



5 わたしの議会。

議員別表決結果令和３年11月30日～ 12月20日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

南
川
則
之

濱
口
正
久

瀬
﨑
伸
一

片
岡
直
博

奥
村　

敦

河
村　

孝

山
本
哲
也

中
世
古
泉

木
下
順
一

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

坂
倉
紀
男

27 令和３年度鳥羽市一般会計補正予算（第10号）

12月10日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
採
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○

28 令和３年度鳥羽市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 令和３年度鳥羽市介護保険事業特別会計補
正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 令和３年度鳥羽市定期航路事業特別会計補
正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 令和３年度鳥羽市特定環境保全公共下水道
事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 令和３年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 令和３年度鳥羽市水道事業会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正について

12月20日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 鳥羽市国民健康保険条例等の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 鳥羽市企業誘致促進条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 鳥羽市学校設置条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
38 鳥羽市定期航路運航条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 指定管理者の指定について(鳥羽マリンター
ミナル) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 指定管理者の指定について(鳥羽市民体育館
外６施設) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 令和３年度鳥羽市一般会計補正予算（第11号）12月10日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
43 令和３年度鳥羽市一般会計補正予算（第12号）

12月20日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
44 令和３年度鳥羽市一般会計補正予算（第13号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議8 離島振興法の改正・延長を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月７日～ 12月８日に７人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。

一般質問
これが問いたい�●�ここが聞きたい

※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。
日程 議員氏名 項目

12月７日（火）

戸上　健
気候危機への対応について
生活苦の市民救済と新年度予算編成方針について
菅島採石問題について

浜口一利 鳥羽市水産研究所の取り組みについて
河村　孝 市長が目指すまちづくり施策への考え方と今後の取り組みについて

坂倉広子 未来につなぐ人材確保について
人工透析患者の支援について

12月８日（水）
濱口正久 「海の恵みがつなぐ鳥羽」のまちづくりについて
南川則之 鳥羽市における障がい者支援について
世古安秀 鳥羽市の持続可能な開発目標（SDGs）のための取り組みについて
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浜口一利

戸上健

問��

水
産
研
究
所
が
種
苗
生
産
業
務
を
継
続

す
る
上
で
重
要
な
と
こ
ろ
を
お
聞
き
し
ま

す
。

答��

農
水
商
工
課
長　

一
点
目
は
漁
家
経
営
の

安
定
化
を
図
る
こ
と
、
二
点
目
は
漁
業
者

と
課
題
を
共
有
し
対
策
や
解
決
策
な
ど
を

一
緒
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
三
点
目
は
今

と
同
等
以
上
の
生
産
技
術
継
承
で
す
。

問��

海
洋
教
育
部
門
を
ど
の
よ
う
に
形
づ

く
っ
て
い
き
ま
す
か
。

答��

教
育
長　

海
洋
教
育
と
い
え
ば
鳥
羽
だ

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問��

持
続
可
能
な
漁
業
が
危
ぶ
ま
れ
る
藻
場

の
減
少
と
、
養
殖
カ
キ
の
へ
い
死
に
つ
い

て
、
研
究
所
と
漁
業
者
が
一
緒
に
な
っ
て

対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
。

答��

農
水
商
工
課
長　

潜
水
調
査
が
で
き
る
人

員
を
増
や
す
こ
と
、
三
重
大
学
の
専
門
家

の
お
力
を
お
借
り
し
て
い
く
こ
と
、
漁
業

問��

菅
島
採
石
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
者
が

許
認
可
区
域
外
へ
違
法
な
廃
土
石
堆
積

を
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
か
。

答��

副
市
長　

事
業
者
が
採
石
法
に
よ
り
認

可
さ
れ
た
採
取
計
画
や
森
林
法
に
よ
り

許
可
さ
れ
た
林
地
開
発
行
為
と
異
な
る

区
域
に
廃
土
石
を
堆
積
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
許
認
可
の

条
件
に
違
反
す
る
行
為
で
す
。

問��

採
石
法
に
照
ら
し
て
ど
こ
が
違
法
な
の

で
す
か
。

答��

副
市
長　

関
係
機
関
と
の
事
前
協
議
も

な
く
、
許
認
可
と
異
な
る
区
域
で
行
わ
れ

る
な
ど
採
石
法
、森
林
法
、自
然
公
園
法
、

鳥
羽
市
民
の
環
境
と
自
然
を
守
る
条
例

に
抵
触
す
る
行
為
で
す
。

問��

事
業
者
の
違
法
な
行
為
に
つ
い
て
、
市
長

の
ご
所
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答��

市
長　

本
市
で
長
年
、
採
石
業
を
行
っ

て
き
た
事
業
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
強

者
と
の
議
論
の
場
を
つ
く
る
こ
と
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
カ
キ
養

殖
に
関
し
て
は
、
へ
い
死
が
少
な
い
ス
タ

イ
ル
を
考
え
る
勉
強
会
や
デ
ー
タ
収
集
の

た
め
の
実
験
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問��

海
苔
色
落
ち
被
害
、
貧ひ
ん

酸さ
ん

素そ

水す
い

塊か
い

※
に

対
し
大
学
、
研
究
機
関
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
機
能
さ
せ
て
い
き
ま
す
か
。

答��

農
水
商
工
課
長　

連
携
を
継
続
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
水
産
研
究

所
の
知
識
と
し
て
吸
収
、
蓄
積
し
な
が

ら
常
に
漁
業
者
と
共
に
歩
ん
で
い
く
姿

勢
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※�

貧ひ
ん

酸さ
ん

素そ

水す
い

塊か
い

…
魚
介
類
が
生
存
で
き
な
い
ほ
ど
溶

存
酸
素
濃
度
が
低
下
し
た
水
の
塊
の
こ
と

い
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

問��

こ
れ
以
上
の
採
石
事
業
は
断
じ
て
認
め

ら
れ
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
は
来
年

３
月
末
ま
で
に
採
石
終
結
を
果
た
す
と

い
う
ご
決
意
で
し
ょ
う
か
。

答��

市
長　

今
回
の
事
業
者
の
行
為
は
、
許

認
可
区
域
外
に
土
砂
流
出
を
発
生
さ
せ
、

濁
水
が
海
に
流
出
す
る
な
ど
、
景
観
や

環
境
へ
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
菅

島
が
も
う
限
界
だ
と
悲
鳴
を
上
げ
て
い

る
よ
う
に
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
今
の
状

況
で
は
採
石
の
継
続
は
難
し
い
と
判
断

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

農
水
商
工
課
長

漁
家
経
営
の
安
定
化
を

図
る
こ
と
で
す

副
市
長

廃
土
石
を
堆
積
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す

水
産
研
究
所
の

重
要
な
と
こ
ろ
は

菅
島
採
石
事
業
に
つ
い
て
事
業
者
の

違
法
な
廃
土
石
堆
積
は
事
実
か

水揚げされたカキの状況

ドローンで撮影した菅島採石場の様子
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坂倉広子

河村孝

問��

人
工
透
析
の
通
院
を
す
る
際
の
支
援
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

答��

健
康
福
祉
課
長　

本
市
で
は
、
タ
ク
シ
ー

料
金
を
助
成
す
る
制
度
や
自
動
車
の
ガ

ソ
リ
ン
費
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て

お
り
、
人
工
透
析
の
た
め
に
通
院
す
る
場

合
に
お
い
て
も
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問��

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
制
度
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

答��

健
康
福
祉
課
長　

重
度
心
身
障
が
い
者

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
は
、
障
が
い

者
の
外
出
の
機
会
を
確
保
す
る
目
的
で
、

重
度
心
身
障
が
い
者
が
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
場
合
に
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。
助
成
内
容
は
、
乗
車

１
回
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃

相
当
額
の
６
５
０
円
を
助
成
す
る
も
の

で
、
申
請
の
あ
っ
た
月
か
ら
年
度
末
ま
で

の
月
数
に
応
じ
、
１
か
月
に
つ
き
３
枚
に

相
当
す
る
乗
車
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問��

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
か
ら
10
年

経
過
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ

ま
し
た
か
。

答��

建
設
課
長　

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
の
検
証
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
に
20
年
後
の
姿
を
見
据
え
た

計
画
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

問��

鳥
羽
駅
周
辺
の
今
後
の
土
地
利
用
等
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
市
長
は
今
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

答��

市
長　

マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
で
き
て
、

従
来
の
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
少
し
遠
の

い
て
、
離
島
か
ら
定
期
船
の
利
用
を
さ
れ

る
方
に
と
っ
て
は
不
便
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
が
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
雨
に
ぬ
れ
ず
に
駅
ま
で

来
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は

解
消
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
と
、

駅
を
降
り
て
か
ら
の
こ
と
で
す
が
、
改
札

を
出
て
か
ら
そ
の
ま
ま
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

問��

人
工
透
析
患
者
に
対
す
る
財
政
支
援
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も

交
通
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答��

市
長　

他
市
町
の
状
況
や
タ
ク
シ
ー
料

金
助
成
制
度
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
高
齢
者
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と

併
せ
て
将
来
の
検
討
課
題
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

デ
ッ
キ
※
で
、
国
道
を
渡
ら
ず
に
国
道
の

上
を
行
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
佐
田
浜

東
公
園
の
ほ
う
に
下
り
ら
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問��

市
民
、
各
種
団
体
の
人
た
ち
も
入
っ
て
も

ら
い
、
意
見
を
吸
い
上
げ
る
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
を
ぜ
ひ
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
が
、
市
長
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

答��

市
長　

情
報
共
有
を
し
て
、
い
ろ
ん
な

世
代
の
声
を
聞
く
こ
と
は
大
変
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
前
向
き
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

※�

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
…
駅
前
や
ビ
ル
と
ビ
ル

の
間
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
、
高
架
な
ど
に
よ
っ
て

車
道
か
ら
立
体
的
に
分
離
さ
れ
た
歩
行
者
専
用
の

通
路

市
長将

来
の

検
討
課
題
と
し
た
い

市
長不

便
を
解
消
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す

人
工
透
析
患
者
の
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は

鳥
羽
駅
周
辺
の
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

鳥羽市重度心身障がい者タクシー乗車券

上空から見た鳥羽駅周辺の様子
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濱口正久

南川則之

問��

Ｔ
Ａ
Ｃ
※
の
対
象
に
追
加
さ
れ
た
魚
種
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答��

農
水
商
工
課
長　

令
和
２
年
に
カ
タ
ク

チ
イ
ワ
シ
、
ブ
リ
、
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、

フ
グ
、
サ
ワ
ラ
な
ど
15
の
魚
種
と
海
域
に

つ
い
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問��

鳥
羽
市
の
漁
獲
高
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

答��

農
水
商
工
課
長　

鳥
羽
市
の
海
域
で
対

象
と
な
る
の
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
や
ト
ラ

フ
グ
な
ど
で
、
漁
獲
可
能
量
の
設
定
に
よ

り
漁
獲
高
の
減
少
に
つ
な
が
ら
な
い
か

心
配
を
し
て
い
ま
す
。

問��

鳥
羽
市
の
漁
業
の
資
源
管
理
の
在
り
方

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答��

農
水
商
工
課
長　

近
年
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
っ
て
魚
価
が
向
上
し
て
い
る
サ
ワ
ラ
に

つ
い
て
は
、
産
卵
期
の
親
魚
の
乱
獲
等
に

よ
る
資
源
量
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

問��

鳥
羽
市
が
障
が
い
者
支
援
日
本
一
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ち
の

姿
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
市
と
し
て
何
を

す
べ
き
か
聞
き
ま
す
。

答��

市
長　

全
て
の
人
が
地
域
に
お
い
て
役

割
を
持
ち
、
当
て
に
さ
れ
る
社
会
が
あ

る
べ
き
姿
で
あ
り
、
鳥
羽
で
暮
ら
し
て
い

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、
必
要
な
支

援
は
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
市
と
し
て
は
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問��

障
が
い
者
福
祉
計
画（
第
６
期
）の
中
で
、

「
離
島
に
住
む
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
日

中
、
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

の
船
賃
は
、
全
額
助
成
と
な
る
よ
う
検

討
し
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。
離
島
と
本

土
の
市
民
の
負
担
の
不
均
衡
の
解
消
と

高
額
な
自
己
負
担
を
し
な
が
ら
も
就
労

し
て
い
る
離
島
の
障
が
い
者
の
方
々
の
た

め
に
、
早
期
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
か
。

こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
と
漁
業
調
整
が
図

ら
れ
、
適
正
な
資
源
管
理
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問��

市
長
が
目
指
す
海
の
恵
み
が
つ
な
ぐ
ま
ち

鳥
羽
と
は
ど
ん
な
ま
ち
で
す
か
。

答��
市
長　

市
民
の
皆
さ
ん
が
暮
ら
し
の
中

で
幸
福
を
実
感
し
て
い
く
た
め
に
は
、
就

労
や
住
環
境
の
整
備
も
大
変
重
要
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
お
り
、
恵
ま
れ
た
資
源
を

活
用
し
て
、
さ
ら
に
産
業
振
興
を
図
り
、

こ
こ
で
働
き
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
す
こ

と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

※�

Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲
可
能
量
制
度
）
…
魚
種
ご
と
に
年

間
の
漁
獲
可
能
量
を
定
め
、
将
来
的
な
漁
獲
量
の

増
大
を
目
指
す
制
度

答��

健
康
福
祉
課
長　

本
土
に
住
む
方
と
の

間
に
生
ず
る
負
担
の
不
均
衡
を
解
消
す
る

た
め
、介
護
保
険
の
例
を
参
考
に
調
整
し
、

第
６
期
の
計
画
で
全
額
助
成
を
検
討
す
る

こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。
今
後
も
市
営
定

期
船
運
賃
の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
、
全

額
助
成
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

答��

市
長　

離
島
の
方
の
就
労
意
欲
、
自
立

し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
勘
案
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長海

の
恵
み
を
う
ま
く

活
用
し
な
が
ら
、
就
労
や

住
環
境
の
整
備
を

目
指
し
ま
す

市
長地

域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す

市
長
が
目
指
す
海
の
恵
み
が

つ
な
ぐ
ま
ち
鳥
羽
と
は
ど
ん
な
ま
ち
か

鳥
羽
市
が
障
が
い
者
支
援
日
本
一
と

言
わ
れ
る
た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か

市外の子持ちサワラ水揚げの光景
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9 わたしの議会。

【記者会見内容】
１、議長あいさつ
２、12月議会を振り返って
　　（１）議決の状況
　　（２）意見書・議決の内容
３、今後の議会運営について
　　（１）�鳥羽市議会基本条例改正（案）に関するパブリックコメント
４、議長の一言
　　・令和３年度子育て世帯等臨時特別支援給付金
　　・中世古泉議員に対する文書による厳重注意※
５、質疑

世古安秀

問��

こ
れ
ま
で
の
鳥
羽
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※
の
取

組
と
課
題
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答��

企
画
財
政
課
副
参
事　

持
続
可
能
な
地

域
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
ア
イ
デ

ア
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
市
全
体
で
の
取

組
促
進
や
情
報
発
信
等
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
す
。

問��

鳥
羽
市
の
目
指
す
未
来
像
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答��

市
長　

第
６
次
鳥
羽
市
総
合
計
画
に
掲
げ

て
い
る
「
誰
も
が
キ
ラ
め
く
鳥
羽　

海
の

恵
み
が
つ
な
ぐ
鳥
羽
」
で
す
。
ま
た
、
こ

の
計
画
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
強
く
意
識
し
て
作

成
し
て
い
ま
す
。

問��

基
幹
産
業
の
水
産
、
観
光
で
の
振
興
に

ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
か
。

答��

農
水
商
工
課
長　

海
女
漁
を
は
じ
め
と

す
る
各
漁
に
お
け
る
規
制
や
藻
場
の
再

生
活
動
、
海
洋
ご
み
の
清
掃
活
動
な
ど
の

取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
う
言
葉
が
持
つ
力
を
お
借
り
し
て
、
本

市
水
産
業
の
各
取
組
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

答��

観
光
課
長　

地
域
の
魅
力
や
強
み
を
整

理
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
で
冊
子
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
環
境
、

経
済
、
社
会
に
高
い
意
識
を
持
っ
た
新

し
い
層
に
働
き
か
け
、
誘
致
に
つ
な
げ
て

い
く
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

問��

市
民
へ
の
意
識
向
上
の
啓
発
は
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
か
。

答��

企
画
財
政
課
副
参
事　

市
の
様
々
な
情

報
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
…
持
続
可
能
な
開
発
目
標

市
長

「
誰
も
が
キ
ラ
め
く
鳥
羽

海
の
恵
み
が
つ
な
ぐ

鳥
羽
」
で
す

鳥
羽
市
の
目
指
す
未
来
像
は

SDGsとは、「誰１人取り残さない」という
理念のもと、持続可能な社会を
実現するために国連で採択された、
2030年までに世界が取り組むことが

求められている目標である

議長定例記者会見の実施について
　第３回目の議長定例記者会見は、12月20日（月）議会終了後に行われました。

令和３年12月20日の全員協議会において、議長より中世古泉議員に対し文書による厳重注意を行いました。

【厳重注意通知書内容】
　令和３年12月10日に開催された予算決算常任委員会、並びに12月13日に開催された行政常任委員会にお
ける貴殿の審査態度、及びその取り組み姿勢は、鳥羽市議会議員政治倫理条例第３条第１項第９号に定め
る政治倫理基準に違反する行為であります。
　委員会においては、委員長から口頭注意を行ったところですが、このことは、市民に対して鳥羽市議会
の品位を失墜させるもので誠に遺憾であります。
　今後このような行為を二度と行わないよう、厳重注意とすることを通知します。つきましては反省の上、
改善するよう努めてください。

※中世古泉議員に対する厳重注意について

次回は３月議会終了後に
実施予定です。
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鳥
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検
 索

編集後記
わたしの議会。（とば市議会だより）第178号をお届けします。

現在、鳥羽市議会では議会改革に取り組んでいます。議会の基本

となる条例や、政治倫理に関する条文について見直すべきではな

いかと議員から提案があり、先ずは私たち自身が身を正すべきと

委員会を随時開催し、真剣に議論をしています。

これからも市民の皆様からの声を真摯に受け止め議会改革に取り

組んで参りますので、ご指導の程よろしくお願い申し上げます。

� 記　濱口正久

広報広聴委員会 委員長　　奥村　敦
副委員長　山本哲也
委員　　　濱口正久
委員　　　瀬﨑伸一
委員　　　河村　孝
委員　　　木下順一
委員　　　坂倉広子

今、きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポットを
あてる企画です。

きらり輝く人達

県立伊勢高等学校卒業。
1993年に動画担当として業界入りする。
その後、「スレイヤーズ」や「地獄先生ぬーべー」などで原画担当を経て、
現在は、作画監督として活躍している。
作画監督としては、「ラーメン大好き小泉さん」、「藍より青し」、

「きんいろモザイク」、「咲saki 阿知賀編」など多くの作品に参加している。

プロフィール

アニメーター

片
かたおか

岡 英
ひでゆき

之 さん

―
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
を
目
指
さ
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
全
盛
期
で

そ
れ
等
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
見
る
の
も
好
き
で
し

た
が
、
絵
を
描
く
こ
と
も
好
き
だ
っ
た
の
で
、
こ
の

業
界
に
入
り
、
１
９
９
３
年
に
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
と
し

て
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
ゲ
ー
ム
業
界
が
隆

盛
で
、
そ
れ
に
比
べ
て
ア
ニ
メ
の
制
作
本
数
は
減
少

し
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
自
体
の
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

頃
で
し
た
。

―
ア
ニ
メ
業
界
に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
を
ど
の
よ
う

に
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

自
分
が
仕
事
を
覚
え
て
い
る
時
期
に
深
夜
ア
ニ
メ

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
確
立
と
大
ヒ
ッ
ト
作
品
の
出
現

も
あ
り
、
ア
ニ
メ
の
制
作
本
数
が
激
増
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
急
に
ア
ニ
メ
制
作
に
携
わ
る
人

数
が
増
え
る
わ
け
で
も
な
い
で
す
が
、
そ
こ
は
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
制
作
工
程
の
省
力
化
が
進
み
、
個
人

の
負
担
も
大
き
い
も
の
の
、
食
い
っ
ぱ
ぐ
れ
る
こ
と

も
な
く
続
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

―
片
岡
さ
ん
の
鳥
羽
市
へ
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

ご
当
地
ア
ニ
メ
作
品
の
題
材
と
し
て
魅
力
の
多
い

ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
海
と
山
と
島
が
織
り
な
す
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
の
あ
る
風
景
、
こ
れ
が
日
常
と
し
て
あ

る
土
地
は
そ
う
そ
う
無
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
な
じ

み
深
い
離
島
間
の
巡
航
船
が
、
Ｓ
Ｆ
チ
ッ
ク
な
双
胴

高
速
船
に
な
っ
て
い
た
の
を
見
た
時
は
驚
き
ま
し
た

が
、
い
つ
か
ア
ニ
メ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。


